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『釈
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

の
仏
身
仏
土

村

上

真

瑞

懐
感
は

『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土
は
どノ

の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
を
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「問
日
今
此

ハ

ノ

ノ

ニ
ハ

レ

ノ

ノ

ソ

ソ

ニ

リ

ニ
ハ

レ

ノ

ナ
リ

西
方
極
楽
世
界
三
種
土
中

是
何
土
摂
。
釈
日
此
有
二三
釈
殉
一
是
他
受
用
土
。

ノ

ノ

サ

ナ
リ
ト
イ
ヒ

リ
ト
イ
ヒ

以
下仏
身
高
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
、

其
中
多
有
二

一
生
補
処
↓

ク

ル
コ

ク

ヲ

ト
ユ
ウ
ヲ

ニ

レ
ー

ノ

ナ
リ

ニ
ハ

レ

ノ

元
レ
有
二
衆
苦

一
但
受
二
諸
楽

一等
上

故
。

唯
是
於

他

受

用
土
。

二

言
唯
是
変
化

ナ
リ

リ
ヤ

レ
ノ

ニ
カ

ル
つ

ノ

サ

ト
ユ
ウ
ヲ

メ

レ

土
。
有
下
何

聖
教

言
中
仏
高
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
等

即
証
是
於

ノ

ナ
リ
ト

ソ

ソ

ノ

ノ

サ

ナ
ル
コ
ヲ

他
受
用
身
土
加
何
妨
二浄
土
変
化
之
身
高
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
殉

ニ

テ

ル
ヲ

ノ

ノ

ス
ル

ナ
リ
ト

ニ

レ

ノ

ナ
リ

ニ
ハ

ス

ニ

以
三
観
経
等
皆
説
為
二
凡
夫
衆

生
往
生

浄

土

一
故
知
是

変

化

土
。

三

通
三

一土

蝋

ハ

ノ

ヲ

ハ

ル

ノ

ヲ

ク

レ

ナ
レ
ド
モ

テ

ニ

ナ
リ

地
前
見
こ
変
化
土

二地

上
見
二他
受

用
土

一同
其

一
処

各
随

二自

心
一所
見
各
異
。

ニ

ス

ニ

テ

ニ

ニ

ノ

ハ

ノ

ニ

ニ

ス

ノ

ヲ

(
1
)

故
通
三
一土
一由
レ此
経
言
是
阿
弥
陀
仏
非
二
凡
夫
境
一当
レ作
二丈
六
観
一也
。」
と

説
か
れ
る
よ
う
に
、
極
楽
浄
土
に
つ
い
て
三
釈
を

示
し
て
い
る
。

一

つ
に
は

『
観
無
量
寿
経
』
を
引
い
て
、
仏
身
の
高
さ
が
六
十
万
億
那
由

他
恒
河
沙
由
旬
あ
り
、
そ
の
中
に

一
生
補
処
の
者
が
い
る
と
説
き
、
ま

た
衆
苦
が
な
く
、
た
だ
諸
楽
の
み
を
受
け
る
と
説
く
こ
と
か
ら
し
て
、

他
受
用
土
で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
仏
身
の
高
さ
が

六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
で
あ
る
か
ら
他
受
用
土
で
あ
る
と
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
経
証
が
別
に
あ
る
訳
で
は
な

い
か
ら
、
『
観
無
量

寿
経
』
に
凡
夫
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
、
変
化
土
で
あ

る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
三

つ
に
は
、
地
前
は
変
化
土
を
見
、
地
上
は

他
受
用
土
を
見
る
と
釈
す
る
。

つ
ま
り
、
同

一
の
場
所
を
見
る
の
で
あ

る
が
、
各

々
そ
の
心
に
随

っ
て
所
見
が
異
る
の
で
、
他
受
用
土
、
変
化

土
の
二
土
に
通
ず
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
三
釈
を
示
し
て
い

る
が
、
懐
感
は
ど
の
解
釈
を
本
意
と
し
て
い
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。

ノ

ノ

ニ

レ

ノ

ナ

リ
ト
ユ
ウ
ハ

『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
よ
る
と
、
「問
日
。
前
第
一
釈
若
是
他
受
用
土

ソ

ノ

シ

ノ

ナ
リ
ト
ユ
ウ
ハ

ソ

ノ

ス
ル
ヤ

ノ

ル
ニ

者
云
何
地
前
凡
夫
生
若
変
化
土

者
云
何
地
上
聖
人
生
。
釈
日
。
計

彼

ノ

ハ

セ

ヲ

セ

ヲ

ナ
ル

ヲ
モ
テ

地
前
菩
薩
声
聞
凡
夫
未
レ
証
二遍
満
真
如

一未
レ
断

二
人
法

二
執

-識

心
鑛

劣

所

ノ

ス

ノ

ノ

ノ

ニ

ノ

ル
ニ

変
浄
土
不
レ可
レ同
二於
地
上
諸
大
菩
薩
微
細
智
心
所
変
微
妙
受
用
浄
土
幻
然

以
ニ

ノ

ノ

ノ

ヲ

シ
メ
タ
モ
ウ
カ

ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ
ノ

ナ

阿
弥
陀
仏
殊
勝
本
願
増
上
縁
カ
一令
下

彼
地
前
諸
小
行
菩
薩
等

識
心
錐
レ劣

リ
ト

ス
レ
ハ

ノ

ノ

ニ

テ

ク

ノ

ノ

ノ

ノ

ニ

ノ

ノ

依
二託

如
来
本
願
勝
力
一還
能
同
二彼
地
上
菩
薩
所
変
浄
土
一微
妙
広
大
清
浄
荘

セ

つ
ヲ

ニ

ク

ス
ト

ノ

ニ
(
2
)

厳
亦
得
占見

故
名
レ
生
二他
受
用
土
ご

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
地
前

の
菩
薩

や
声
聞
、

凡
夫
等
は
、
最
高
の
真
如
を
さ
と

っ
て
い
な
い
し
、
人
法
二

執
を
断
じ
て
い
な
い
か
ら
、
識
心
が
劣

っ
て
い
て
、
そ
の
識
心
の
所
変
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で
あ
る
浄
土
も
ま
た
、
地
上
の
諸
大
菩
薩

の
微
細
な
る
智
心
所
変
の
微

妙
な
る
受
用
土
に
は
及
ば
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
殊
勝
な

る
本
願
増
上
縁
の
力
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
前
の
諸
小
行
の

菩
薩
等
を
し
て
、
そ
の
識
心
が
劣

っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
如

来
の
本
願
の
す
ぐ
れ
た
力
に
す
べ
て
を
ま
か
せ
て
し
ま
え
ば
、
地
上
の

菩
薩
所
変
の
浄
土
と
同

一
の
微
妙
広
大
な
る
清
浄
荘
厳
を
得
さ
し
め
ら

れ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
に
識
心
の
劣

っ
た
凡
夫
で

あ
っ
て
も
、

阿
弥
陀
如
来
の
本
願
他
力
に
よ
っ
て
こ
そ
、
地
上
の
菩
薩

に
等
し
い
他
受
用
土
に
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
他
受
用
土
説

を
力
説
し
て
い
る
。
以
下

『
釈
浄
土
群
疑
論
』
で
は
、
論
述
の
ほ
と
ん

ど
の
ス
ペ
ー

ス
を
費
し
て
、
他
受
用
土
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
他
の

説
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
数
行
に
つ
け
加
え
ら

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

ハ

ノ

ニ

ノ

ス
ト

レ

リ

ス
ル
ニ

ヲ

ス
ル
て

い
。

す

な

わ

ち
、

「
言
二
変
化
土
地
上
菩
薩
生

一者
此
有
下
現
二

一
身

一理
通
中

報

ニ

テ

ニ

ル

ナ
ラ
ン
ニ
ソ

ソ

バ

コ
ヲ

ノ

ノ

ニ

ナ
リ

ハ

ル
ヲ

ル
ヨ

化
加
随

レ
宜
見
者
凡
聖
各
別

何
妨
下
不
レ
得
レ
生
二
上
受
用
土

-以
二
下
不
7
能
レ
見
ニ

ヲ

ニ
メ

ヲ

ハ

ル
ヲ
モ
ツ
テ

ヲ

ヨ
テ

ス
ル
ニ

セ
ン
ト

勝
妙
之
土
殉
又
業

劣

弱

不
レ
得
二
往
生

一上
能
見
レ

下
為
レ
欲
レ
接
二
引

地
前

ヲ

ス
ル
ニ

ノ

ニ

ソ

ノ

カ

ノ

ス
ト
ハ

ノ

ニ

レ

ナ
リ

凡
夫

一生
二
変
化
土

一有
二
何
妨
廃
殉
又
地
上
菩
薩
生
二
変
化
土

一者
皆
是
化
身

亦

シ

ル
て
(
3
)

元
レ有
レ過
。」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
地
上
の
菩
薩
が
変
化
土
に
生
ず
る

と
い
う

こ
と
は
、
も
と
も
と
地
上
の
菩
薩
は
、
報
化
二
土
に
通
じ
て
身

を
現
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
機
根

の
低

い
凡
夫

に
と

っ

て
、
す
ぐ
れ
た
仏
国
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
受
用
土
に
生
ず

る
こ
と
は
難

し
く
、
業
も
ま
た
劣
弱
で
あ
る
か
ら
往
生
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
下
根
の
凡
夫
を
接
引
せ
ん
が
た

め
に
、
す
な
わ
ち
還
相
廻
向
の
た
め
に
地
上
の
菩
薩
が
変
化
土
に
生
ず

る
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
下
根

の
、
往
生
で
き
な
い
凡
夫
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
阿
弥
陀
仏
の
弘
誓
願
力

の
増
上
縁
に
よ
っ
て

の
み
、
そ
の
他
受
用

土
に
往
生
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

阿
弥

陀
如
来
の
弘
誓
願
力
に
つ
い
て
、

こ
の
部
分
に
お

い
て
は

一
切
ふ

れ

ず
、

凡
夫
の
機
根
の
劣

っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
述

べ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
も
し
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
な
い
凡
夫
に
と
っ
て
の
浄
土
を
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
正
し
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
今
は
、
阿
弥
陀
仏

の
仏
身
仏
土
が
最
も
主
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ

の
論
述
は
、
論
点
か
ら
は
な
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得

な

い
。
ま
た
、

こ
の
論
述
で
は
菩
薩
の
還
相
廻
向
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る

が
、

こ
の
こ
と
も
同
様
に
本
来
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土
を
論
ず
べ
き
主

旨
か
ら
は
な
れ
た
問
題
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
懐
感
は
、
こ
こ
に
お
い

て
弘
誓
願
力
の
作
用
を
考
え
な
い
立
場
、
す
な
わ
ち
法
相
的
立
場
か
ら

凡
夫
の
浄
土
を
考
え
た
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
立
場
は

阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、

懐
感
が
法
相
に
対
し

て

一
応
法
相
の
立
場
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め
に

つ
け
加
え
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
懐
感
が
展

開
し
た
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土
論
の
本
意
は
、
他
受
用
身
、
他
受
用
土

に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
傍
証

と
し
て
浄
土
の
三
界

(4
)

摂
不
摂
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
論
じ

『
釈
浄
土
群
疑
論
』

に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

の
仏
身
仏

土

(
村

上
)
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『
釈
浄

土
群
疑
論
』

に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

の
仏
身
仏
土
 
(
村

上
)

た
よ
う
に
、

こ
の
問
題
は
、
、無
漏
な
る
如
来
の
浄
土

へ
有
漏
な
る
凡
夫

が
往
生
す
る
と
い
う
相
互
に
矛
盾
し
た
者
が
同

二
の
場
所
に
往
す
る
こ

と
か
ら
発
起

す
る
。
そ
の
矛
盾
を
懐
感
は
次

の
よ
う
に
解
決

を

は
か

ス
ル
ヲ
モ
ツ
テ

ノ

ノ

ニ

ヲ

ス
ト

ヲ

る
。

す

な

わ

ち
、

「
託
二

如
来

元
漏
浄

土
一
錐
下
以
二
有

漏
心

]現
中
其
浄

土
上

モ

ハ

テ

ノ

ニ

レ
ハ

ノ

ス
ル
ニ

ル
て

ヲ

ク

而
此
浄

土
従

二
本
性
相

土
一土
亦

非
二縁

縛

相

応

縛
縛

↓
不
レ
増
二
煩

悩

一如
下
有
漏

ノ

ス
レ
ド
モ

ヲ

ル
カ

シ

ル
ニ

ヲ

ス
ル
カ

ヲ

ニ

レ
ハ

心
縁
二

滅
道
諦

一煩
悩
不
占
増

猶

如
下
観
二
日
輪

一
損
中
減

眼
根
上
也
。

故
非
二
三

ニ

ノ

ノ
ス
ル
ニ

(
5
)

界
一非
三
二
界
繋
煩
悩
増
一
也
。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
太
陽
を
如
来
無
漏

の
浄
土
に
た
と
え
、
眼
根
を
煩
悩
の
繋
縛
に
た
と
え
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

つ
ま
り
如
来
無
漏

の
浄
土
を
凝
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え

っ

て
凝
視
す
る
と
い
う
執
著
が
そ
こ
な
わ
れ
、
煩
悩
の
繋
縛
か
ら
放
た
れ

る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
問
題
は
凡
夫
と
如
来
無
漏

の

浄
土
と
の
関
係
で
あ
り
、
如
来
無
漏
の
土
に
具
わ
る
力
用
に
は
、
凡
夫

所
変
の
有
漏
土
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
凡
夫
所
変

の
有
漏
土
を
清

浄
化
す
る
と
い
う
増
上
縁
的
な
作
用
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が

っ
て
、
た

と
い
凡
夫
所
変

の
土
が
有
漏
で
あ
っ
て
も
阿
弥
陀
如
来

の

弘
誓
願
力
の
増
上
縁
に
よ
っ
て
往
生
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
三

界
不
摂
で
あ

る
。
そ
の
立
場
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
変
化
土
は

『成
唯

識
論
』
巻
第
砲
に
よ
る
と
、
和
蛋
麺
ゆ
存
愉

伽
肺
艶
に
随

っ
て
仏
土
を

化
為
し
、
そ

の
土
は
浄
臓
大
小
に
通
じ
、
さ
ら
に
前
後
改
転
す
る
と
も

説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
未
登
地

の
衆
生
の
識
心
は
三
界
摂
で
あ

り
、
そ
の
所
変
も
ま
た
三
界
摂
で
あ
る
か
ら
、
未
登
地

の
有
情

の
所
宜

に
し
た
が

っ
て
化
為
さ
れ
た
変
化
土
も
ま
た
三
界
摂

の
も
の
と
言
う

こ

と
が
で
き
る
。
よ

っ
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
弘
誓
願
力
に
よ

っ
て
凡
夫
が

往
生
さ
せ
ら
れ
る
三
界
不
摂
の
土
は
、
他
受
用
身

・
土
で
あ
り
、
変
化

土
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
が
懐
感
の
本
意
で
あ
り
、
前
述
の

三
説

の
中
他
の
二
説
は
法
相
の
立
場
を
意
識
し
て
、

つ
け
加
え
た
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
証
拠

と
し

て
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻

ハ

ト
ヲ

セ
リ

ニ

ト

ト

タ

セ

ヲ

ヒ

第

四

に

よ

る

と
、

「
都
率

天
主
跡

現
二
凡
夫

一錐
レ
名
二
補
処

一未
レ
成
二妙

覚

殉
縦

ニ

ス
レ
ド
モ

シ
タ
モ
ウ
ベ
シ

ヲ

ハ

ニ

シ

ヲ

ノ

ニ

ハ

タ
モ
ウ

当
成
道

只
現
二

化
身

殉
阿

弥

陀

仏
已
成
二
正
覚

一居
二
処
浄
土

一多
現

二
受

ヲ

(
7
)

用
身
ご

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
都
率
天
主
は
化
身

で
あ
り
阿
弥
陀
仏
は

受
用
身
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
専
修
と
雑
修
と
の
問
題
を
論

ず
る
中
に
お
い
て
報
、
化
の
浄
土
の
問
題
を
述

べ

て
い
る
。
『
釈
浄
土

ノ

ニ

カ
ク

ル
コ

群
疑
論
』
巻
第
四
に
よ
る
と
、
「問
日
。
菩
薩
処
胎
経
第
二
巻
説
。
西
方
去
ニ

ノ

ヲ

ニ
ノ

リ

ノ

ニ
ノ

ス

ヲ

此
閻
浮
提
一十
二
億
那
由
佗

有
二解
慢
国
幻
其
土
快
楽

作
二侶
伎
楽
幻
衣
被
服
飾

セ
リ

ア
リ

テ

ヲ

ニ

レ
バ

テ

ス

ニ

ニ

ニ

モ

香
華
荘
厳
。
七
宝
転
関
淋
。
挙
レ目
東
視

宝
抹
随
転
北
視
西
視
南
視
亦
如
レ
是

ス

ノ

ス
ル

ン
ト

ニ

ノ

ニ

転
。

前
後
発
意
衆
生
欲
レ
生
二
阿
弥
陀
仏
国

一者

而

皆

染
二
著

慨
慢

国

土

一不
レ
能
三

ソ
テ

ス
ル
マ

ニ

ノ

ニ
ノ

ニ

テ

ス
ト

ニ

ヲ

前
進

生
二
阿
弥

陀
国
殉
億

千
万
衆

時
有

二
一
人

一生
二
阿
弥
陀
仏
国
↓
以
二
此
鋒

ス
ル
ニ

シ

つ

ヨ
ヲ

ニ

テ
カ

ム
ル
ヤ

コ
ヲ

ノ

ニ

(
8
)

准

難
レ可
レ得
レ生
。
何
因

今
勧
レ
生
二彼
仏
国
一也
。」
と
説
か

れ
る

よ
う

に
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
を
引

い
て
、
西
方
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生

し

た

い

と
願
う
人
で
あ

っ
て
も
、

こ
こ
か
ら
十
二
億
那
由
佗
に
あ
る
解
慢
国
に

染
著
し
て
、
進
ん
で
阿
弥
陀
仏
の
国
に
往
生
し
た

い
と
思
う
者
が
な
く

な

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
数
や
億
千
万
人
の
中
に

一
人
し
か
阿
弥
陀
仏
の

国
に
往
生
で
き
な
い
、
と
示
さ
れ
る
。
そ
の
理
由

は
次
の
よ
う
に
説
明

ノ

コ

カ

さ
れ
て
い
る
。
『
釈
浄
土
群
一疑
論
』
巻
第
四
に
よ

る
と
、
「釈
臼
。
只
由
三
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ノ

ニ

ル
ニ

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

ス
ル

ノ

ヲ

バ

ク

此
経
有
二
斯
言
教

一故
。
善
導
禅
師
勧
二
諸
四
衆

↓
専
修
一一西
方
浄

土
業

一者

四
修
靡

レ

ル
コ

ク

ル
て

ノ

ノ

ノ

ヲ

ス
ベ
シ

ノ

ヲ

墜

三
業
元
レ
雑

廃
二
余

一
切

諸

願

諸

行

一唯
二
願
唯
三
行

西
方

二
行

殉
雑

修

之

ハ

ニ

リ
モ

セ

ハ

ニ

シ
ト
イ
ヘ
リ

リ
モ

ス
ル
つ

ノ

ノ

ニ

ク

ノ

ニ

者

万
不
二
一

生
幻
専
修
之
人
千
元
二

一
失
殉
即
此
経
下
文
言
。

何

以
故
。
皆

ル
ト

ニ
ノ

ル
ニ

ナ
ラ

ニ

ヌ

ヲ

ト

ニ

ス

ニ

由

二解
慢

執

心
不
二
牢
固
殉
是
知
雑
修
之
者
為

二執

心
不
牢
之
人

一故

生
二解
慢
国

噸

ク

ノ

セ
リ

シ
テ

セ

ス
ル
モ
ノ
ハ

ヲ

レ

ニ
ノ

也
。

正
与
二
処
胎
経
文

一相
当
。

若
不
二
雑
修

一専
行
二

此
業

一此
即

執

心
牢

固

テ

ス

ニ

(9
)

定
生
二極
楽
国
一也
。」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
善
導

が
四
修
を

『
往
生
礼

讃
』
に
修
行
方
法
と
し
て
示
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
引
い
て
、
西
方
浄
土

の
修
行
を
す
る
者
は
、
西
方
浄
土
と
関
係

の
な
い
他
の
あ
ら
ゆ
る
願
や

行
を
捨
て
去
り
、
身
と
口
と
意
と
の
三
つ
の
行
為
に
他
の
願

・
行
を
混

入
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
た
だ
西
方
の

一
行
だ
け
を
願
い
、
行
ず
る
べ
き

で
あ
る
。
西
方
以
外
の
行
を
混
ぜ
修
し
た
者
は
万
の
中
に

一
人
も
往
生

で
き
な
い
が
、
専
ら
西
方

の
行
だ
け
を
修
し
た
人
は
千
の
中
に

二
人
も

も
れ
る
こ
と
な
く
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
そ

の
理
由

と

し
て
、
行

を
お
こ
た
り
、
西
方
に
心
を
執
す
る
こ
と
が
固
く
な
い
か
ら

で
あ
る
と
し
て
、
西
方
以
外
の
行
で
あ
る
雑
行
を
修
す
る
者
は
、
西
方

に
心
を
執

す
る
こ
と
が
固
く
な
い
の
で
癬
慢
国

に
生
ず

る
と
し
て
、

菩
薩
処
胎
経
』
の
文
と

二
致
す
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
し
た

が
っ

て
、
西
方
以
外
の
雑
行
を
修
せ
ず
、
専
ら
西
方
の
行
を
修
す
る
者

こ
そ

が
、
西
方
に
心
を
執
す
る
こ
と
が
固

い
か
ら
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
文
の
あ
と
で
懐
感

ス
レ
ハ

ヲ

シ

ニ

ニ
ス
レ
ハ

ヲ

ス

ニ

レ

ニ

が
、

「雑

二
共
行

一堕
二
於
慨
慢
之
邦

蝋
専
二

其
業

一生
二
於
安
楽
之
国
殉
斯
乃
更

ス

ハ

ニ
ノ

ヨ
ヲ

ヲ

レ

ノ

シ
テ

キ

ラ
ン
ヤ

ス
ル
つ

ヨ
ヤ

顕

三浄
門

専
行

而
得
二
往
生
殉
堂
是
彼
国

難
レ
往
而
元
レ
生
。

錫

哉

学
徒
不
レ
可
レ

ハ
ア
ル

ニ
セ

ヲ

む
ノ

ニ

ス
ル

ハ

テ

ク
 
ノ

ノ

ニ

ス
ル

バ

カ
ラ

エ

ニ

ニ

不
レ
専
二
其
道
一也
。
又
報
浄
土
生

者
極
少
化
浄
土
中
生

者
不
レ少
。
故
経
別

ケ
リ

ニ

(
1
0
)

説

実
不
二相
違
一也
。」
と
説
く
と
こ
ろ
の
化
の
浄
土

と
い
う
の
が
解
慢
国

で
あ
り
、
報
の
浄
土
と
い
う
の
が
西
方
極
楽
世
界

で
あ
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
極
楽
に
生
ま
れ

る
者
は
極
て
少
く
、

解
慢
国
に
生
ま
れ
る
者
は
少
く
な
い
、
と
す
る
の
は
、
前
に
、
行
を
西

方
だ
け
に
定
め
て
専
ら
に
修
行
す
れ
ば
、
決
し
て
往
生
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

こ

の
最
後
に
つ
け
加
え
ら
れ
た

一
文
は
、
難
行
を
修
す
る
者
に
対
し
て
の

戒
め
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
こ
の
問
答
に
お
い

て
は
、
西
方
極
楽
世
界
を
報
土
と
理
解
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
と
な
る

こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
、
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土
は
受

用
身
受
用
土
又
は
報
身
報
土
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
す
る
な
ら
ば
、
懐
感
は
建
前
と
し
て
前
述

の
三
説
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
の
本
意
は
他
受
用
身
他
受
用
土
こ
そ
が
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土

で
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

1

『浄
全
』
六
巻
六
頁
a
-
b
 

2

同
右

六
巻
六
頁
b

3

同
右

六
巻
八
頁
a
-
b
 
4

拙
稿

『釈
浄
土
群
疑
論
』
に
説
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れ
る
浄
土
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い
て
 (『
印
仏
研
』
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-
1
)
 
5

『浄
全
』
六
巻
一
〇
頁
b
 
6

『大

正
蔵
経
』
三
一
巻
五
八
頁
c
 
7

『浄
全
』
六
巻
五
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頁
b
 
8

同
右

六
巻
四
九
頁
b
 
9

同
右
六
巻
四
九
頁
b
 
10

同
右

六
巻
五
〇
頁
a

(知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
研
究
助
手
)

『
釈
浄
土
群
疑
論
』

に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

の
仏
身
仏
土

(
村

上
)
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